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リメディアル教育・生物

第１回

核酸(ＤＮＡ，ＲＮＡ)

担当：ひらばやしかずくに

リメディアル教育・生物

第１回－ＰＡＲＴ①

核酸

〈核酸とは〉

①語源：核に多く含まれる酸性の物質

※ただし，核以外にも核酸はある。

動物細胞

核

〈核酸とは〉

①核酸は構成成分の違いにより，

ＤＮＡとＲＮＡの２種類がある。

②ＤＮＡとＲＮＡは構造にも違いがある。

〈核酸とは〉

ＤＮＡ ＲＮＡ

〈ヌクレオチド〉

①核酸の構成単位：ヌクレオチド

→核酸はヌクレオチドが多数つながった物質。

②ヌクレオチド＝塩基＋糖(五炭糖)＋リン酸

リン酸 糖(五炭糖) 塩基
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〈ヌクレオチド〉

リン酸 糖(五炭糖) 塩基

１’の炭素に塩基が結合している。

５’の炭素にリン酸が結合している。

５’

４’

３’ ２’

１’O

〈ヌクレオチド≠ヌクレオシド〉

リン酸 糖(五炭糖) 塩基

ヌクレオチド

ヌクレオシド

〈ヌクレオチドの糖と塩基〉

①ヌクレオチドの糖の種類(２種類)

デオキシリボース(ｄＲ)，リボース(Ｒ)

②ヌクレオチオドの塩基の種類(５種類)

アデニン(Ａ)，チミン(Ｔ)，

グアニン(Ｇ)，シトシン(Ｃ)，ウラシル(Ｕ)

〈ヌクレオチドの糖と塩基〉

ＤＮＡ ＲＮＡ

糖 デオキシリボース(ｄＲ) リボース(Ｒ)

塩基

アデニン(Ａ)

チミン(Ｔ)

グアニン(Ｇ)

シトシン(Ｃ)

アデニン(Ａ)

ウラシル(Ｕ)

グアニン(Ｇ)

シトシン(Ｃ)

〈ヌクレオチドの糖〉

①デオキシリボース(ｄＲ) ②リボース(Ｒ)

デオキシ：酸素が少ない

〈ヌクレオチドの塩基〉

①アデニン(Ａ) ②チミン(Ｔ)

③グアニン(Ｇ) ④シトシン(Ｃ) ⑤ウラシル(Ｕ)
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〈塩基の種類〉

①プリン塩基(大) ②ピリミジン塩基(小)

Ａ，Ｇ Ｔ，Ｃ，Ｕ

《覚え方》アジのもとのプリンは２個入り

〈ポリヌクレオチド〉

ホスホジエステル結合

３’

３’

〈ポリヌクレオチド〉
５’

３’

５’末端

３’末端

３’

３’

５’

５’

〈核酸のまとめ〉

①語源：核に多く含まれる酸性の物質

②種類：ＤＮＡ(デオキシリボ核酸)とＲＮＡ(リボ核酸)

③構成元素：Ｃ・Ｈ・Ｏ・Ｎ・Ｐ ちょんぷ

④構成単位：ヌクレオチド

⑤結合様式：ホスホジエステル結合

⑥ヌクレオチド鎖には方向性がある。(５’→３’)

リメディアル教育・生物

第１回－ＰＡＲＴ②

ＤＮＡ

〈ＤＮＡのヌクレオチド〉

リン酸 糖(五炭糖) 塩基
↓ ↓

デオキシ Ａ・Ｔ
リボース Ｇ・Ｃ
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〈ＤＮＡの２本鎖構造〉

５’末端 ３’末端

３’末端 ５’末端

５’

３’

３’

５’

〈ＤＮＡの２本鎖構造〉

Ａ Ｔ

ＣＧ

水素結合

相補的塩基対

〈ＤＮＡの２本鎖構造〉

3.4×10－１０ｍ(＝0.34nm)

〈ＤＮＡの二重らせん構造〉

〈ＤＮＡの二重らせん構造〉

①逆向きの２本のヌクレオチド鎖。

②縦の柱：デオキシリボースとリン酸

③横の柱：水素結合による相補的な塩基対。

→Ａ＝Ｔ(２本)，Ｇ≡Ｃ(３本)

④塩基対間(ヌクレオチド間)の距離

-Ａ＝Ｔ-

3.4×10－10ｍ
-Ｇ≡Ｃ-

⑤らせん：右まわりで10塩基対で１回転。

⑥提唱者：ワトソン，クリック(1953年)
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〈ＤＮＡの塩基組成〉

どの生物のＤＮＡでも，Ａ＝Ｔ，Ｇ＝Ｃが成り立つ。

〈ＤＮＡの塩基組成〉

①生物により塩基組成は異なる。

②どの生物のＤＮＡでも，Ａ＝Ｔ，Ｇ＝Ｃ。

③どの生物のＤＮＡでも，

Ａ＋Ｔ＋Ｇ＋Ｃ＝100％なので，

Ａ＋Ｃ＝Ａ＋Ｇ＝Ｔ＋Ｃ＝Ｔ＋Ｇ＝50％。

〈ＤＮＡの長さ〉

①大腸菌のＤＮＡ：500万塩基対

(５×10６)×(3.4×10－１０)＝1.7×10－３(ｍ)

＝1.7(mm)
ＤＮＡ

大腸菌(３μｍ)

細胞壁 鞭毛

リボソーム

細胞膜

〈ＤＮＡの長さ〉

②ヒトの体細胞のＤＮＡ：60億塩基対

(６×10９)×(3.4×10－１０)＝2.04(ｍ)

核
(10μｍ)

動物細胞
(20μｍ)

〈ＤＮＡのまとめ〉

①語源：デオキシリボースを含む核酸

②ヌクレオチドの糖：デオキシリボース

③ヌクレオチドの塩基：Ａ・Ｔ・Ｇ・Ｃ

※どの生物のＤＮＡでも，Ａ＝Ｔ，Ｇ＝Ｃ

④構造：二重らせん構造

※右回りで１回転に10塩基対

⑤細胞内の分布：核，ミトコンドリア，葉緑体

リメディアル教育・生物

第１回－ＰＡＲＴ③

ＲＮＡ
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〈ＲＮＡのヌクレオチド〉

リン酸 糖(五炭糖) 塩基
↓ ↓

リボース Ａ・Ｕ
Ｇ・Ｃ

〈ＲＮＡの構造〉

５’末端

３’末端

５’

３’

〈ＲＮＡの構造〉

3.4×10－１０ｍ(＝0.34nm)

〈ＲＮＡの種類〉

①ｍＲＮＡ ②ｔＲＮＡ ③ｒＲＮＡ
(リボソーム内にある)

〈ＲＮＡの種類と機能〉

名称 機能

①ｍＲＮＡ ：ＤＮＡの遺伝情報を

(伝令ＲＮＡ) リボソームへ伝える。

②ｔＲＮＡ ：特定のアミノ酸と結合し，

(転移ＲＮＡ) リボソームへ運搬する。

③ｒＲＮＡ ：タンパク質ともに

(リボソームＲＮＡ) リボソームの構成成分になる。

〈ｔＲＮＡの特徴〉

①約80個のヌクレオチド(塩基)からなる。

→３種類のＲＮＡの中で最も小さい。

②約80個の塩基のうち，ｍＲＮＡのコドンと結合する

特定の３個の塩基の並びをアンチコドンという。

③３’末端に特定のアミノ酸が結合する。

④部分的に２本鎖構造を形成し，

「クローバーの葉」のような形態をしている。
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〈クローバーってどっち？〉 〈ＲＮＡのまとめ〉

①語源：リボースを含む核酸

②ヌクレオチドの糖：リボース

③ヌクレオチドの塩基：Ａ・Ｕ・Ｇ・Ｃ

④構造：(基本的に)１本鎖構造

⑤細胞内の分布：核，核小体，リボソームなど

細胞全体に存在する。

⑥種類：ｍＲＮＡ，ｔＲＮＡ，ｒＲＮＡ

〈ＤＮＡとＲＮＡの比較〉

ＤＮＡ ＲＮＡ

糖 デオキシリボース リボース

塩基 Ａ，Ｔ，Ｇ，Ｃ Ａ，Ｕ，Ｇ，Ｃ

構造
２本鎖

(二重らせん構造)
１本鎖

真核細胞での
分布

核，葉緑体
ミトコンドリア

核，核小体
リボソーム
細胞質基質

分子量 大きい 小さい


